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明 細 書

発明の名称 ：グロメッ ト及び車両用 ドアの止水構造

技術分野

[0001 ] 本発明は、 グロメッ 卜及びグロメッ 卜を用いた車両用 ドアの止水構造に関

する。

背景技術

[0002] 従来より、 自動車の ドアに配索される ドアハーネスの止水 （防水）構造 と

しては、車体 とヒンジ結合される ドアフレームの端面 （側板）に貫通孔ゃグ

ロメッ 卜用の凹部が設けられ、 ドアハーネスに取 り付けたグロメッ 卜が貫通

孔に装着 されて ドアか ら車体へ と ドアハーネスが配索される防水構造が知 ら

れている。そ して、防水構造の向上及び作業性向上のため各種の技術が提案

されている。

[0003] 例 えば、 プロテクタを装着可能 と したグロメッ 卜において、 プロテク夕に

おけるワイヤ一ハーネスが揷通させ られる貫通孔の径 を変更可能 とすること

で、 1 種類の部品の組み合わせで多数のワイヤ一ハーネス径 に対応させた技

術がある （特許文献 1 参照。）。

[0004] ところで、樹脂 クランプによって車体に取 り付けされる非貫通タイプのグ

ロメッ 卜では、止水 リップと称 される構造が、 グロメッ 卜の外周部 に沿 って

形成 されている。そのような構造を図 1 1 ( a ) 〜図 1 1 ( c ) に例示する

。図 1 1 ( a ) は平面図、図 1 1 ( b ) は図 1 1 ( a ) の B — B 断面図、図

1 1 ( c ) は図 1 1 ( a ) の止水 リップ 1 3 2 及びウエザース トリップ 9 0

の配置を模式的に表 した平面図である。

[0005] 図示のように、 グロメッ 卜1 1 0 は、 グロメッ 卜べ一ス部 1 2 0 と、ジャ

バラ部 1 4 0 と、 を備えて構成 されている。 グロメッ 卜1 1 0 は、裏面部 （

内面部） 1 2 4 にプロテクタ 1 7 0 が固定され、 ドアパネル 1 5 0 (側板部

分 A 2 ) のグロメッ 卜用凹部 1 5 2 に取 り付けられる。 グロメッ 卜べ一ス部

1 2 0 の裏面部 1 2 4 には、外周に沿 って止水 リップ 1 3 2 が形成 されてい



る。止水 リップ 1 3 2 は、グロメッ卜1 1 0 がグロメッ卜用凹部 1 5 2 に取

り付けられる際に、グロメッ卜用凹部 1 5 2 の斜面壁部 1 5 3 に押 しつけら

れ変形することで、グロメッ卜1 1 0 の外部から内部への浸水を防止 してい

る。

先行技術文献

特許文献

[0006] 特許文献1 ：日本国特開 2 0 0 5 —3 4 9 9 8 4 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0007] ところで、図 1 1 に示 した構造のグロメッ卜1 1 0 では、グロメッ卜べ一

ス部 1 2 0 の外周に沿って止水 リップ 1 3 2 が形成されているので、グロメ

ッ卜1 1 0 の周囲長と止水 リップ 1 3 2 の長さがほぼ同程度となっていた。

つまり、比較的長い止水 リップ 1 3 2 が必要とされた。その結果、グロメッ

卜1 1 0 をグロメッ卜用凹部 1 5 2 に取り付ける際の揷入荷重が大きくなつ

ており、作業性の観点から対策の技術が求められていた。また、止水 リップ

3 2 が斜面壁部 1 5 3 に当たる構成であるため、クランプ部 1 7 を係止

するためにグロメッ卜用凹部 1 5 2 に設けられた穴の公差、つまりボディ一

パネルの公差などに起因 して、グロメッ卜1 1 0 が取り付け面に対 して水平

方向にズレて取り付けられて しまうことがある。この場合に、止水 リップ 1

3 2 のラップ量にばらつきが発生 し、止水性を保持できなくなって しまう懸

念があり、別の技術が求められていた。特許文献 1 に開示の技術でも同様の

構造が採用されていることから、同様の課題があつた。

[0008] 本発明の目的は、このような状況に鑑みてなされたものであり、上記課題

を解決する技術を提供することにある。

課題を解決するための手段

[0009] 本発明の上記目的は、下記構成のグロメッ卜及び車両用 ドアの止水構造に

より達成される。



( 1 ) ワイヤ一 ハ ーネスを収容するプロテ ク夕と、前記 プロテ クタを収容

するプロテ クタ収容部 を有するグロメッ 卜べ一ス部 とを有 し、車両の ドアパ

ネル に形成 されたグロメッ 卜収容凹部 に装着 される非貫通 タイプのグロメッ

卜であ って、前記 グロメッ 卜べ一ス部 は、裏面側 に設 け られたクランプ揷通

用開口と、前記 クランプ揷通用開口の周囲に突状 に形成 された第 1 の止水 リ

ップと、前記 グロメッ 卜収容凹部 に装着 された際に前記第 1 の止水 リップょ

り車両室内側 となる位置 に設 け られ、車両の略上下方向に延びて形成 された

第 2 の止水 リップとを有 し、前記 プロテ クタは、底面 に前記 ドアパネル と係

止するクランプを有 し、前記 プロテ クタが前記 プロテ クタ収容部 に収容 され

た ときに、前記 クランプが前記 クランプ揷通用開口か ら前記 ドアパネル に係

止可能 に突出するグロメッ 卜。

( 2 ) 前記 グロメッ 卜べ一ス部 は、外面側 にウエザース トリツプが跨 いで

配置 されるウエザース トリップ配置部 を有 し、前記第 2 の止水 リップは、前

記 ウエザース 卜リップ配置部の領域 に対応する位置 に形成 されている上記 （

) の構成のグロメッ 卜。

( 3 ) 上記 （1 ) または （2 ) の構成のグロメッ 卜が車両の ドアパネル に

形成 されたグロメッ 卜収容凹部 に装着 され、前記 グロメッ 卜を跨 いで配置 さ

れるウエザース 卜リップを有する車両用 ドアの止水構造であ って、前記第 1

の止水 リップが、前記 グロメッ 卜収容凹部 に形成 された装着方向 と垂直な平

面部分 に押 し当て られている車両用 ドアの止水構造。

図面の簡単な説明

[ 図 1] 図 1は本発明の一実施形態 に係 る、 グロメッ 卜及び ウエザース 卜リップ

が取 り付 け られた状態の ドアパネル を示 した図である。

[ 図2] 図 2 ( a ) は本実施形態 に係 る、 グロメッ 卜が装着 されるグロメッ 卜用

凹部の平面図であ り、図 2 ( b ) は図 2 ( a ) の l l b _ l l b 断面図であ

る。

[ 図3] 図 3 ( a ) 及び図 3 ( b ) は本実施形態 に係 る、 グロメッ 卜装着構造 を

示 した平面図及び側面図である。



[ 図4 ] 図 4 は図 3 ( a ) の I V _ I V 断面 図であ る。

[ 図 5] 図 5 ( a ) は本実施形態 に係 る、 グロメ ッ 卜の背面側 （内面部 ）の構造

を示 した図であ り、 図 5 ( b ) は図 5 ( a ) を模 式的 に表 した図であ る。

[ 図6] 図 6 ( a ) 及び 図 6 ( b ) は本実施形態 に係 る、 グロメ ッ 卜及び プロテ

クタの正面及び裏面 か らの斜視 図であ る。

[ 図7] 図 7 は本実施形態 に係 る、 グロメ ッ 卜装着構造 の断面 図 （図 3 の V I I

a - V I I a 断面 図及び V I I b - V I I b 断面 図）であ る。

[ 図8] 図 8 ( a ) は本実施形態 に係 る、 プロテ クタの蓋部 が閉 じた状態 を上 か

ら見た斜視 図であ り、 図 8 ( b ) は蓋部 が開いた状態 を上 か ら見た斜視 図で

あ り、 図 8 ( c ) は下 か ら見た斜視 図であ る。

[ 図9] 図 9 は本実施形態 に係 る、 図 4 の X 領域 の拡 大図であ る。

[ 図 10] 図 1 0 は本実施形態 に係 る、 図 4 の X 2 領 域 の拡 大図であ る。

[ 図 11] 図 1 1 ( a ) は従 来技術 に係 る、 グロメ ッ 卜装着構造 を示 した平面 図

であ り、 図 1 1 ( b ) は図 1 1 ( a ) の X I b _ X I b 断面 図であ り、 図 1

( c ) は図 1 1 ( a ) を模 式的 に表 した図であ る。

発明を実施するための形態

[001 1] 以 下、発 明 を実施 す るための形態 （以下、 「実施形態」 とい う） を、 図面

を参照 しつつ説 明す る。

[001 2] 図 1 は本発 明の一実施形態 に係 る ドアパ ネル 5 0 へ の グロメ ッ 卜装着構造

1 を示 した平面 図であ る。 図示 の よ うに、本実施形態 の グロメ ッ 卜装着構造

では、 ドアパ ネル 5 0 の側板部分 A に形成 された グロメ ッ 卜用凹部 （グ

ロメ ッ 卜収容 凹部 ） 5 2 に グロメ ッ 卜1 0 が装着 されている。 さ らに、 グロ

メ ッ 卜1 0 を跨 ぐよ うに、 ウエザース トリップ 9 0 が ドアパ ネル 5 0 (側板

部分 A 2 ) に固定 され る。 この とき、 グロメ ッ 卜用凹部 5 2 において、 ゥェ

ザ一ス トリップ 9 0 よ り車両外側部分 は全面 的 にグロメ ッ 卜1 0 によ って覆

われている。

[001 3] 図 2 ( a ) の グ ロメ ッ 卜用凹部 5 2 の平面 図及び図 2 ( b ) の断面 図 （図

2 ( a ) の I I b _ I I b 断面 図） に示 す よ うに、 ドアパ ネル 5 0 の側板部



分 A 2 にグロメッ 卜用凹部 5 2 が形成 されてお り、 そのグロメッ 卜用凹部 5

2 に非貫通 タイプのグロメッ 卜1 0 が揷入され固定されている。

[0014] グロメッ 卜用凹部 5 2 は、図 2 ( b ) に示すように、断面が逆台形形状 と

な ってお り、傾斜壁部 5 3 と平面底部 5 4 とか ら構成 されている。 さ らに、

図 2 ( a ) に示すように、平面底部 5 4 には第 1 のボデ ィ一係止孔 5 5 と第

のボデ ィ一係止孔 5 6 とが形成 されてお り、後述するグロメッ 卜1 0 ( プ

ロテ クタ 7 0 ) の第 1 のプロテ クタクランプ 7 1 及び第 2 のプロテ クタクラ

ンプ 7 2 が係止する。

[001 5] 図 3 ( a ) にグロメッ 卜1 0 が グロメッ 卜用凹部 5 2 に取 り付 け られた領

域の平面図を示 し、図 3 ( b ) は側面図を示す。 さ らに、図 4 に図 3 ( a )

の I V _ I V 断面図 （主にグロメッ 卜べ一ス部 2 0 よ り ドアパネル 5 0 側 の

構造）を示す。 また、図 5 ( a ) はグロメッ 卜1 0 を裏面側か ら見た図を示

し、 ウエザース トリップ 9 0 を配置 した状態で記載 している。図 5 ( b ) は

図 5 ( a ) を模式的に表 した図であ り、従来技術で示 した図 1 1 ( b ) と対

比で きるように している。図 6 ( a ) 及び図 6 ( b ) は、 プロテ クタ 7 0 が

取 り外 された状態のグロメッ 卜1 0 の斜視図を示 してお り、図 6 ( a ) は正

面か らの斜視図であ り、図 6 ( b ) は裏面か らの斜視図である。図 7 ( a )

及び図 7 ( b ) は、図 3 ( a ) の上下方向位置での断面図であ り、図 7 ( a

) が V I I a - V I I a 断面図であ り、図 7 ( b ) が V I I b _ V I I b 断

面図である。図 8 はグロメッ 卜1 0 に内装 されるプロテ クタ 7 0 の斜視図で

あ り、図 8 ( a ) は蓋部 7 5 が閉 じた状態 を上か ら見た斜視図であ り、図 8

( b ) は蓋部 7 5 が開いた状態 を上か ら見た斜視図であ り、図 8 ( c ) は下

か ら見た斜視図である。 さ らに、図 9 は図 4 の領域 X 1 を拡大 し第 1 のプロ

テ クタクランプ 7 1 の係止状態 を詳細 に示 した図である。図 1 0 は図 4 の領

域 X を拡大 し第 2 のプロテ クタクランプ 7 2 の係止状態 を詳細 に示 した図

である。

尚、図面中の矢印 U は車両上方 を示 し、矢印 I は車両室内側 を示すもの と

する。



[001 6] グ ロメ ッ 卜1 0 は、 E P D M (エチ レン プロピレンゴム）等の弾性材料

で形成 されてお り、 図示 しないワイヤ一ハーネスを ドアパ ネル表面か ら車体

側へ導 出する機能 を有 し、 グロメ ッ 卜べ一ス部 2 0 と、 ジャバ ラ部 4 0 と、

を備 えて構成 されている。 さ らに、 グロメ ッ 卜1 0 には、例 えば図 6 ( a )

及び図 6 ( b ) に示 すように、 プロテ クタ 7 0 が内装 され る。 この グロメ ッ

卜1 0 は、 内板部分 A と側板部分 A 2 に亘 つて形成 され るグロメ ッ 卜用凹

部 5 2 に装着 され る非貫通 タイプである。

[001 7] ジ ャバ ラ部 4 0 は グロメ ッ 卜べ一ス部 2 0 の外面部 2 2 に取 り付 け られた

蛇腹状 の筒状体であ って、 グロメ ッ 卜べ一ス部 2 0 の内部、 つ ま り、ハ一ネ

ス収容部 7 4 に連通する。 したが って、ハ 一 ネス収容部 7 4 に収容 された ヮ

ィャ一 ハ ーネスがジャバ ラ部 4 0 を介 して ドアパ ネル表面か ら車体側へ と導

出する。

[001 8] グ ロメ ッ 卜べ一ス部 2 0 には、 プロテ クタ 7 0 を内装 するための プロテ ク

タ収容部 6 0 が形成 されている。 プロテ クタ収容部 6 0 の形状 は、 プロテ ク

タ 7 0 の形状 に対応 したものであ って、 プロテ クタ 7 0 が内装 された ときに

適正 に固定するための係止構造が備わ る。

[001 9] また、 グロメ ッ 卜ベース部 2 0 の外観形状 は、略矩形形状 （台形 を倒 した

形状） とな ってお り、 図 1 における図示左側 の上下の コーナ一はラウン ドし

ている。 図 1 における図示の右側側面部分 は、 ち ょうど車両パ ネルの内板部

分 A に勘合 して略同一平面 になるように形成 されている。

[0020] また、 グロメ ッ 卜べ一ス部 2 0 の外面部 2 2 には、 ジャバ ラ部 4 0 の車 内

側 に隣接 して、 ウエザース トリップ配置部 2 6 が上下方向に延び る平面 に形

成 されている。 ウエザース 卜リップ配置部 2 6 の上下の端部 には、 リップ部

2 8 が形成 されてお り、 グロメ ッ 卜用凹部 5 2 の外縁外側部分、 つ ま り、側

板部分 A 2 の平面部分 に配置 され る。 リップ部 2 8 は、断面形状 が略三角形

であ り、 端部 に行 くにつれ細 くな り、 ウエザース トリップ配置部 2 6 と ドア

パ ネル 5 0 (側板部分 A 2 ) との境界部分の段差 を解消 している。 また、 ゥ

ェザ一ス トリップ配置部 2 6 の左右 には、 ゥェザ一ス トリツプ規制壁 2 9 が



形成 されている。 このウエザース トリップ規制壁 2 9 は、 ウエザース トリツ

プ 9 0 を所望の配置位置に規制する。

[0021 ] さ らに、 グロメッ 卜べ一ス部 2 0 の裏面部 2 4 ( グロメッ 卜用凹部 5 2 側

) には、 プロテクタ収容部 6 0 と連通する第 1 のクランプ揷通孔 （クランプ

揷通用開口） 3 5 及び第 2 のクランプ揷通孔 3 6 が形成 されている。第 1 の

クランプ揷通孔 3 5 及び第 2 のクランプ揷通孔 3 6 には、 プロテクタ 7 0 の

プロテクタ底面 7 3 に形成 された第 1 のプロテクタクランプ 7 及び第 2 の

プロテクタクランプ 7 2 がそれぞれ揷通する。具体的には、図 4 や図 6 ( b

) に示すように、ジャバラ部 4 0 のほぼ真下の平面部分 2 4 a に第 1 のクラ

ンプ揷通孔 3 5 が形成 されている。 さらに、第 1 のクランプ揷通孔 3 5 よ り

車両室内側 にオフセ ッ トした位置、 より具体的には、 ウエザース トリップ配

置部 2 6 の下側の位置に、第 2 のプロテクタクランプ 7 2 が形成 されている

。第 1 のプロテクタクランプ 7 1 及び第 2 のプロテクタクランプ 7 2 は、 グ

ロメッ 卜1 0 がグロメッ 卜用凹部 5 2 に配置されたときに、ち ょうど、第 1

のボデ ィ一係止孔 5 5 と第 2 のボデ ィ一係止孔 5 6 にそれぞれ重なるように

構成 されている。

[0022] 第 1 のクランプ揷通孔 3 5 の周囲には、 クランプ周囲止水 リップ （第 1 の

止水 リップ） 3 が突状 に第 1 のクランプ揷通孔 3 5 の周 りを一周 して形成

されている。なお、 クランプ周囲止水 リップ 3 1 の突状形状頂部の幅方向中

央には、薄いフ ィン形状が所定高さで形成 されている。 グロメッ 卜1 0 がグ

ロメッ 卜用凹部 5 2 に装着 されたときに、 クランプ周囲止水 リップ 3 は、

グロメッ 卜用凹部 5 2 の平面底部 5 4 に押 しつけられ、所望の止水性能を発

揮する。つまり、第 1 のクランプ揷通孔 3 5 か らの浸水を防止する。

[0023] さ らに、 グロメッ 卜べ一ス部 2 0 の裏面部 2 4 には、 ウエザース トリップ

配置部 2 6 の反対側の対応位置 （グロメッ 卜用凹部 5 2 に装着 された際にク

ランプ周囲止水 リップ 3 より車両室内側 となる位置）に、 ウエザース 卜リ

ップ下部止水 リップ （第 2 の止水 リップ） 3 が突状 に車両上下方向に延び

て形成 されている。 ウエザース 卜リップ下部止水 リップ 3 2 の突状形状頂部



の幅方向中央には薄いフィン形状が所定高さで形成されている。具体的には

、ウエザース トリツプ下部止水 リップ3 2 は、裏面部 2 4 の平面部分 2 4 a

では上下方向にほぼ真っ直ぐに、斜面壁部分 2 4 b では、端部に進むにつれ

車両室内側に近づくように斜めに形成されている。また、第 2 のクランプ揷

通孔 3 6 は、ウエザース トリップ下部止水 リップ3 2 より車両室内側に位置

している。ウエザース 卜リップ下部止水 リップ3 により、車両室内側への

浸水が防止される。

[0024] グロメッ卜ベース部 2 0 のプロテクタ収容部 6 0 に収容されるプロテクタ

7 0 は、例えば図 6 ( a ) 及び図 6 ( b ) や図 8 ( a ) 〜図 8 ( c ) に示す

ように、ハーネス収容部 7 4 と蓋部 7 5 とハーネス結束部 7 6 とを有 して構

成されている。ハーネス収容部 7 4 は、例えば、図 7 ( a ) 及び図 7 ( b )

に示すように、断面形状が逆台形で内部が中空に構成されている。そして、

ハ 一 ネス収容部 7 4 にはワイヤ一ハ 一 ネスが収容され、収容された後、蓋部

7 5 が閉 じられる。なお、ジャバラ部 4 0 に連通する部分には、蓋部 7 5 は

設けられていない。ハーネス収容部 7 4 と蓋部 7 5 は、グロメッ卜べ一ス部

2 0 のプロテクタ収容部 6 0 に収容される。また、ハーネス結束部 7 6 には

、ワイヤ一 ハ ーネスが結束される。

[0025] さらに、ハーネス収容部 7 4 の裏面側のプロテクタ底面 7 3 には、第 1 の

プロテクタクランプ7 と第 2 のプロテクタクランプ7 2 が形成されている

。上述 したように、第 1 のプロテクタクランプ7 1 は、プロテクタ 7 0 がプ

ロテクタ収容部 6 0 に収容されたときに、グロメッ卜べ一ス部 2 0 の第 1 の

クランプ揷通孔 3 5 から外側に突出する。同様に、第 2 のプロテクタクラン

プ7 2 は、グロメッ卜べ一ス部 2 0 の第 2 のクランプ揷通孔 3 6 から突出す

る。

[0026] そ して、図4 や図 7 ( a ) 及び図 7 ( b ) 、図 9 に示すように、プロテク

タ 7 0 が装着されたグロメッ卜1 0 がグロメッ卜用凹部 5 2 に装着されると

きに、第 1 のプロテクタクランプ7 1 は平面底部 5 4 に設けられた第 1 のボ

ディ一係止孔 5 5 に係止 し、第 2 のプロテクタクランプ7 2 は第 2 のボディ



—係止孔 5 6 に係止する。

[0027] このとき、 クランプ周囲止水 リップ 3 1 は、 グロメッ 卜1 0 の装着方向と

垂直な平面底部 5 4 (平面部分）に、垂直に （装着方向に）押 しつけられて

弾性変形 をする。その結果、 クランプ周囲止水 リップ 3 の周囲か ら第 1 の

クランプ揷通孔 3 5 内部への浸水が防止される。 また、 ウエザース 卜リップ

下部止水 リップ 3 2 は、 ウエザース トリップ 9 0 ( ウエザース 卜リップ配置

部 2 6 ) の下側の位置 （ウエザース トリツプ配置部 2 6 の領域 に対応する位

置）で、 グロメッ 卜用凹部 5 の傾斜壁部 5 3 及び平面底部 5 4 に押 しつけ

られて弾性変形 をする。その結果、 ウエザース 卜リップ下部止水 リップ 3 2

か ら車両室内側への浸水が防止される。

[0028] また、 クランプ周囲止水 リップ 3 1 は、平面部分 2 4 a に同一高さで形成

されて、 ドアパネル 5 0 の平面底部 5 4 に対 して垂直に押 しつけられる。そ

の結果、 ドアパネル 5 0 のグロメッ 卜用凹部 5 2 に公差等による寸法誤差が

あっても、所望の止水性能を維持できる。 また、 ウエザース トリップ下部止

水 リップ 3 2 も、平面部分 2 4 a では垂直に押 し当て られる。 また、斜面壁

部分 2 4 b では、 ウエザース トリップ下部止水 リップ 3 2 が、実質的に傾斜

壁部 5 3 の斜面方向に伸びてお り、傾斜壁部 5 3 で外周を覆 うようには形成

されていない。その結果、 ウエザース トリップ下部止水 リップ 3 2 は、 グ口

メッ 卜用凹部 5 2 に公差等による寸法誤差 を吸収 し、所望の止水性能を維持

できる。

[0029] また、図 5 ( b ) と図 1 1 ( b ) とを比較 して分かるように、 クランプ周

囲止水 リップ 3 とウエザース トリップ下部止水 リップ 3 2 の合計の長さが

、従来の止水 リップ 1 3 2 の長さより短 くできる。その結果、 グロメッ 卜1

0 をグロメッ 卜用凹部 5 2 に装着する際の装着荷重を低減でき、作業効率 を

向上させることができる。

[0030] ここで、上述 した本発明に係 るグロメッ 卜及び車両用 ドアの止水構造の実

施形態の特徴 をそれぞれ以下 ί 項〜 ί ί ί 項 に簡潔に纏めて列記する。

[0031 ] [ i ] ワイヤ一ハーネスを収容するプロテクタ 7 0 と、前記 プロテクタ 7



0 を収容するプロテ クタ収容部 6 0 を有するグロメッ 卜べ一ス部 2 0 とを有

し、車両の ドアパネル 5 0 に形成 されたグロメッ 卜収容凹部 （グロメッ 卜用

凹部 5 2 ) に装着 される非貫通 タイプのグロメッ 卜 1 0 であ って、前記 グロ

メッ 卜べ一ス部 2 0 は、裏面側 に設 け られたクランプ揷通用開口 （第 1 のク

ランプ揷通孔 3 5 ) と、前記 クランプ揷通用開口 （第 1 のクランプ揷通孔 3

5 ) の周囲に突状 に形成 された第 1 の止水 リップ （クランプ周囲止水 リップ

3 1 ) と、前記 グロメッ 卜収容凹部 （グロメッ 卜用凹部 5 2 ) に装着 された

際に前記第 1 の止水 リップ （クランプ周囲止水 リップ 3 1 ) よ り車両室内側

となる位置 に設 け られ、車両の略上下方向に延びて形成 された第 2 の止水 リ

ップ （ウエザース トリップ下部止水 リップ 3 2 ) とを有 し、前記 プロテ クタ

7 0 は、底面 に前記 ドアパネル 5 0 と係止するクランプ （第 1 のプロテ クタ

クランプ 7 1 ) を有 し、前記 プロテ クタ 7 0 が前記 プロテ クタ収容部 6 0 に

収容 された ときに、前記 クランプ （第 1 のプロテ クタクランプ 7 1 ) が前記

クランプ揷通用開口 （第 1 のクランプ揷通孔 3 5 ) か ら前記 ドアパネル 5 0

に係止可能 に突出するグロメッ 卜 1 0 。

[ i i ] 前記 グロメッ 卜べ一ス部 2 0 は、外面側 にウエザース 卜リップ 9

0 が跨 いで配置 されるウエザース 卜リップ配置部 2 6 を有 し、前記第 2 の止

水 リップ （ウエザース 卜リップ下部止水 リップ 3 2 ) は、前記 ウエザース 卜

リップ配置部 2 6 の領域 に対応する位置 に形成 されている上記 [ ί ] の構成

のグロメッ 卜 1 0 。

[ i i i ] 上記 [ ί ] または [ ί ί ] の構成のグロメッ 卜 1 0 が車両の ド

ァパネル 5 0 に形成 されたグロメッ 卜収容凹部 （グロメッ 卜用凹部 5 2 ) に

装着 され、前記 グロメッ 卜 1 0 を跨 いで配置 されるウエザース トリップ 9 0

を有する車両用 ドアの止水構造であ って、前記第 1 の止水 リップ （クランプ

周囲止水 リップ 3 ) が、前記 グロメッ 卜収容凹部 （グロメッ 卜用凹部 5 2

) に形成 された装着方向 と垂直な平面部分 （平面底部 5 4 ) に押 し当て られ

ている車両用 ドアの止水構造。

以上、本発明を実施形態 をもとに説明 した。 この実施形態は例示であ り、



それらの各構成要素及びその組み合わせにいろいろな変形例が可能なこと、

またそうした変形例も本発明の範囲にあることは当業者に理解されるところ

である。

また、本出願は、 2 0 1 1年 1 2 月 2 2 日出願の日本特許出願 （特願 2 0

1 - 2 8 7 5 に基づくものであり、その内容はここに参照として取り

込まれる。

産業上の利用可能性

[0033] 本発明に基づいたグロメッ卜及び車両用 ドアの止水構造によれば、止水の

為のリップ構造の長さを削減することができ、グロメッ卜の取り付け時の揷

入荷重を低減できる。また、別の観点では、止水の為のリップ構造として、

平面当てリップ構造とすることができ、ボディ一パネルの寸法にばらつきが

生 じても所望の止水性能を発揮することができる。

符号の説明

[0034] グロメッ卜装着構造

1 0 グロメッ卜

0 グロメッ卜べ一ス部

2 外面部

2 4 裏面部

2 4 a 平面部分

2 4 b 斜面壁部分

2 6 ゥ I ザ一ス トリップ配置部

2 8 リツプ部

2 9 ウエザース トリップ規制壁

3 1 クランプ周囲止水 リップ （第 1 のリップ）

3 2 ウエザース トリツプ下部止水 リップ （第 2 のリップ）

3 5 第 1 のクランプ揷通孔 （クランプ揷通用開口）

3 6 第 2 のクランプ揷通孔

4 0 ジャバラ部



5 0 ドアパネル

5 グロメ ッ ト用凹部 （グロメッ 卜収容凹部 )

5 3 傾斜壁部

5 4 平面底部 （平面部分）

5 5 第 1 のボデ ィ一係止孔

5 6 第 2 のボデ ィ一係止孔

6 0 プロテ クタ収容部

7 0 プロテ クタ

4 ハ 一 ネス収容部

7 5 蓋部

7 6 ハ 一 ネス結束部

9 0 ウエザース トリップ

A 内板部分

A 2 側板部分



請求の範囲

[ 請求項 1] ワイヤ一ハーネスを収容するプロテ ク夕と、前記 プロテ クタを収容

するプロテ クタ収容部 を有するグロメッ 卜べ一ス部 とを有 し、車両の

ドアパネル に形成 されたグロメッ 卜収容凹部 に装着 される非貫通 タイ

プのグロメッ 卜であ って、

前記 グロメッ 卜べ一ス部 は、

裏面側 に設 け られたクランプ揷通用開口と、

前記 クランプ揷通用開口の周囲に突状 に形成 された第 1 の止水 リッ

プと、

前記 グロメッ 卜収容凹部 に装着 された際に前記第 1 の止水 リップょ

り車両室内側 となる位置 に設 け られ、車両の略上下方向に延びて形成

された第 2 の止水 リップと

を有 し、

前記 プロテ クタは、底面 に前記 ドアパネル と係止するクランプを有

し、前記 プロテ クタが前記 プロテ クタ収容部 に収容 された ときに、前

記 クランプが前記 クランプ揷通用開口か ら前記 ドアパネル に係止可能

に突出する

グロメッ 卜。

[ 請求項 2 ] 前記 グロメッ 卜べ一ス部 は、外面側 にウエザース トリップが跨 いで

配置 されるウエザース 卜リップ配置部 を有 し、

前記第 2 の止水 リップは、前記 ウエザース 卜リップ配置部の領域 に

対応する位置 に形成 されている請求項 1 に記載のグロメッ 卜。

[ 請求項 3 ] 請求項 1 または 2 に記載のグロメッ 卜が車両の ドアパネル に形成 さ

れたグロメッ 卜収容凹部 に装着 され、前記 グロメッ 卜を跨 いで配置 さ

れるウエザース 卜リップを有する車両用 ドアの止水構造であ って、

前記第 1 の止水 リップが、前記 グロメッ 卜収容凹部 に形成 された装

着方向 と垂直な平面部分 に押 し当て られている車両用 ドアの止水構造
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